
摂食・嚥下障害看護認定看護師 河野 美由紀
（宮崎県立宮崎病院）

 あごが挙がった姿勢で食事しないようにしましょう
（テレビの位置が目線より上にあるとあごが挙がりやすくなります）

 むせが強い場合は、飲み込む時にあごを下にさげる（うつむく）姿勢で
食事をしてみましょう

 ひと口量は少なめに調整し、ひと口ずつ飲み込みましょう

 お茶やお水、汁物等の水分でむせが強い場合には、市販のトロミ剤を使用し
“とろみ”がつくように調整してみましょう

 噛んだ時に水気(汁）が出る食品には注意しましょう
（みかん、ブドウなどの果物類やおでんのがんもどき等）

 口の中でくっついたり、パサパサしたり、ばらける食品には注意しましょう
（乾燥したのり、もち、ピーナツ、寒天、パン類など）

 栄養不足にならないような食事をし、定期的に体重測定をして体重減少に
注意しましょう。必要時は市販のカロリージュース類の栄養補助食品を
利用しましょう

日本看護協会は、国民への質の高い医療の提供を目的に資格認定制度を創設し、22年目に
なります。特定の専門看護分野の知識・技術を深め、保健医療福祉の発展に貢献し併せて看
護学の向上をはかることを目的として13分野・1,861名の専門看護師と、看護現場における
看護ケアの広がりと質の向上をはかることを目的に21分野・18,768名の認定看護師を社会
に送り出しています (平成2９年12月現在) 。 宮崎県内では、専門看護師11名(4分野)と認
定看護師135名(17分野)が活動しています。県民の皆様に、県内で活動する専門看護師・認
定看護師の活動内容を広く知ってもらい、県民の皆様のお役に立てるような内容を情報発信
する活動も2年目になりました。今後も継続して、この活動に取組んでまいります。
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